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新たな年が、県民の皆様にとりまして素晴らしい 1年となりますよう、心からお祈り申し上げます。 

また、貴協会並びに会員の皆様方におかれましては、日頃から本県を代表するトップブランドである

名古屋コーチンの普及推進と信頼確保にご尽力賜り深く感謝申し上げます。 

昨年は、新型コロナウイルス感染症対策と社会経済活動の両立に取り組むとともに、ジブリパークの

工事着手や、スタートアップ支援拠点「ステーションＡｉ」の事業開始など、ウィズコロナ・アフター

コロナを見据え、「愛知」を「新起動」させる年となりました。世界は、新型コロナウイルスの感染拡

大、グローバル化やデジタル化の加速度的な進展などにより、刻々と変化しています。愛知県が日本の

成長エンジンとして、我が国の発展をリードし続けるためには、変化に的確に対応し、新たな付加価値

を生み出していかなければなりません。特に、農林水産業では、昨年 12月に策定した「食と緑の基本

計画 2025」において、5つの重点プロジェクトを設定して、農業・林業・水産業それぞれの生産力強化

や、県産農林水産物の需要拡大と農山漁村の魅力向上、農山漁村地域の防災減災対策に取り組んでまい

ります。こうした中、本県を代表とするトップブランドである名古屋コーチンについては貴協会とも連

携し、3月 10日の「名古屋コーチンの日」を基点としたブランド力を強化する取組を実施し、知名度の

向上と需要拡大に取り組んでおります。また，畜産総合センター種鶏場の移転整備についても、来年度

から最終段階の建設工事に入る予定で順調に進んでおり、名古屋コーチンの生産・供給体制の強化に向

けた取組が着実に前進しているところであります。 今後につきましても、貴協会と連携し、名古屋コ

ーチンの普及推進により一層力を注いでまいります。 

最後になりましたが、こうした取組を通じ、「暮らし・経済・環境が調和した輝くあいち」の実現に向

けて、全力で取り組んでまいりますので、皆様の一層のご理解とご支援をお願い申し上げます。 
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あけましておめでとうございます。 

 

 
新春を迎えて 
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地鶏フェアを開催しました ～事務局から～ 

(一社)日本食鳥協会と共催で、11月 7～8日に名古屋市農業センターにおいて、「食べよう！知ろう！地鶏フ

ェア～名古屋コーチンとみやざき地頭鶏の共演～」を開催いたしました。 

コロナウイルス感染防止の観点から、会場を囲い、入り口において検温、消毒を施してのフェアとなり、加え

て 1日目の天気が悪い状態でしたが、久々のイベントに関係者は喜びにあふれました。名古屋市農業センターを

始め関係者のご協力をいただき、ありがとうございました。 

＜入園者概数：1日目 2,739人、2日目 6,810人＞ 

 

出展者 販売物等 

事務局 地鶏アンケート、クイズラリー 

みどりの協会 殿様コロッケ、鶏じまん、鶏肉 

地頭鶏ランド日南 地頭鶏炭火焼 

南部食鶏 焼き鳥、フランクフルト 

丸トポートリー食品 唐揚げ、串カツ、とり天うどん 

尾張志水家商会 コーチンホットサンド等 

やまちゃん食堂 スジポカ丼等 
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